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総説

はじめに

この研究は，本県児童生徒の図画工作科の学力を向上させるためには，学習

指導をどのように改善したらよいか，ということについて研究しようとするも

のである。

今回は，この研究の一端として，本県における最近王か年聞の高校進学学力

検査〈図画工作科〉の結果を検討し，それによって本県生徒の学力の傾向や欠

陥を探り，今後の図面工作科の学習指導にどのような改善をほどこすべきかに

ついて考察を試みたものである。

もとより，高校進学希望者を対象としたテストの結果のみで満足すべき結論

が出るとは思われないが，これをいとぐちとして，さらに「全国学力調査」と

も並行して，今後も研究を継続していく計画である。

この研気が，図画工作科学習指導の反省資料となり，指導法改善の手がかり

ともなり，生徒の図画工作科の学カ向上に寄与できれば幸いである。

図画工作科の学力

本研究が，生徒の学力の傾向や欠陥を探り，それにもとづいて今後の学習指

導の改善を目ざしていることは前述の通りであるが，図画工作科における学力

とはどのような性格と内容をもつものであろうか。

いま，学力そのものの定義や，構造論はしばらくおくとして，もともと教育

には目標があり，目標を達成するために，各教科の学習が営まれるものである

が，各教科にはまたそれぞれ分担すべき独自の目標や性格があるはずである。

したがって，図画工作科には，それ独自の目標や性格があり，日々の学習の

結果，どれだけその目標に近づくことができたかの評価によって，生徒の図画

工作科における学力が決定されるわけである。それでは，図画工作科の目様を

どのように考えたらよいだろうか。
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図面工作科の目標と学習活動

今回，改訂された中学校「美術科Jは，現行の図商工作科之本質的には大き

な変化は仕しむしろ，それをさらに制砕かつ明確に Lたものと解されるの

で，つぎに「美術科」に示された問楳をみることにしよう。

それによると「美術科」は

l 笑術を通して人間性を養い

2 美術的な能力を生活に生かし

3 生活を改善向上させる能カ，態度を養う

ことをねらいであるとし.それを笑現するための貰接的な学習活動11，表現

と鑑賞を主体として示されているが，理解や技術もそれらと一体なものとして

学習されなければならない。

したがって，われわれは，これらの学習活動の成果を判定評価することによ

って生徒の学力を知ることができると考える。

図画工作科学習の独自性

図両工作科の学刻化上記の学習活動の成果の判定評価によるとはいっても

そこには図画工作科独自の性格からくる大きな閑難性がある。

l 表現の学習

図画工作科における表現が，もしも外界を客観的に，正確に描写するとい

う仕事であるならばr 対象というTE確な基準がらるわけだから， それにあて

はめて生徒の学力は容易に評定できるであろう。

しかしp 図画工作科における表現とはそのようなものでなく，対象をどう

とらえ，どう感じp どう表現したかが重要であり，あくまでも直観的，主観

自句なものである。

したがって，きめられた一定の尺度をもってはかることのできないもので

あるし，ここに表現力を考える一つの限界があるといえる。

しかしながら，表現は，人聞の思想、感情を，純粋に問題とする以上，他の

「見る人」に当然共感を呼びおこすものであって， 表現過程や，表現された

作品にはs 普遍性，客観性もまたあるといえる。その意味から表現は個性的
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であるとともに，普遍性をもつものといえよう。

ここにわれわれは，表現力評価の可能性を信じることができるのである。

したがって，生徒の作品に接する時，具体的には用具材料をどのように生

かし，それをいかに効果的に使用して，色や形による作品として完成したか

をみるとともに，その奥にある生徒の個性的な創造性，芸術性をみぬくこと

に努力すべきであろう。

2 鑑賞の学習

鑑賞は，美術作品や自然などの持つ美を感得する学習であって，一見，受

容的な行為のようにも思われるが，作品を鑑賞するということは，各自の興

味にもとづいて，心の中で選択しずこれ単純化したり，強制したりする創造

活動であり，表現学習が外的な倉i雌活動であるとすれば，鑑賞は心の中での

創造活動である。

したがって，妥現力の評価と同様に，困難性の多い学神活動である。

たんなる作品の由来や，作者の伝記的な知的鑑賞に終ったり，教師の独断

的な解釈を強要したりしては，決して，倉Ij造的な真の鑑賞学習U工いえない

であろう。

3 到鮮と技術の学習

以上述べたように，図工学習の基本的な活動は，表現と鑑賞であるが，こ

れと一体的な関連をもっ学習活動として，理解と按併の学習がある。これら

は何れも表現や鑑賞と深く関連し，鑑賞， 表現力が高まるにつれて，技術p

理解は進歩し，技術，理解が高まることは，すなわちまた鑑賞や表現を動果

的にする。

図画工作科の学力と学習指導

われわれは，いま，図幽工作科の学力についての考え方を述べ，他教科・}こは

みられないその独自性の放に，学力のとらえ方の困難性と，学力を高める学習

のむつかしさを知った。

しかし，われわれは，その解決に向かつて努力を重ねなければならない。

今回の，r高校進学学力検在」を資料としての研究は，今後の，学習指導の

改善を目ざしてのいとぐちと考えている。
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研究の観点

高校進学学力検査は，高校入学者選依の資料を得るために突施されるもので

はあるが，その出題にあたっては，これによって，県下中学校の図面工作科教

育を阻害するどころか，むしろ積極的に，中学校図面工作科教育の正常な発展

を助長することを目ざして慎重に考慮され，くふうされているのである。

こうした観点から，五か年聞の高校進学学力検査問題を，各分野別問題別に

一週ずつ提示して，それを解説するという形で記述を進めた。

各問題ごとの記述形式はつぎのとおりである。

l 問題のねらい

各問題が，直接には何をねらい，間接にはどのような広い背景をもって

いるか，すなわち，一つの出題は，ただ，漠然と切り離されたものではな

しそれと密接に関係している群の学習内容があるはずであり，一つの

解答を求めることは，それら一群の学習内容が，いかに生徒の学力として

身についたものになっているかをみるがためである，これが「問題のねら

いJである。

2 生徒の困難点

問題の性質によって，正答率にかなりの開きがあったり，地域や学校に

よって，ある傾向が感じられたりしたとすれば，そこに，われわれは当然

分析の自を向けなければならない。

もちろん， 今回は，生徒の答案の一枚一枚を検討することはでをなかった

が，中・同校教諭の協力によって，五か年聞の結梨をとおしてみると，そ

こに共通する生徒の困難点を推測することができた。

3 指導上の留意点

以上「問題のねらL、J i生徒の困難点」を，だいたい明らかにすること

ができたとすれば，われわれは，そのある傾向に対して，今後の「学習指

導上の留煮点-'を提言したいのである。

すなわち，その問題のねらいに関係する学習内容を中心に，指導との要

点をあげた。

そうした指導上の要点はなぜ必要か，さらに，こまかい方法上の留意点
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にどのようなものがあるかを，問題解決上の直接的な困難点や，学習上の

困難点.または，その学習内容の望ましい理解構造などの観点から，総合

的に考察し記述した。

学力検査問題年度別一覧表

昭和 30年度

分野!思想| 問 題 の ね ら い j平子
献I( 1)1黙秘E石持正否面子腕註ぷらみた回以のしかたに子 戸示
三fI'll( 2")l木どりのしかたに闘する基礎的な州・酬 115・9

E~r c:nl 色彩の特に加算混合， 麟混合についての棚 1 ~7A 
'ィ|表現のHl兵 I 82.5 
ロl表現の方法〈線の特徴) 1184 

絵問鑑賞および絵画表現 h 対象をどのような観点でとらえ l却鑑賞 I( ~) I .~.~=~- ~ .: ... _==_u Iハ I~~~ ~ ~~t，. ~ 1~ J'Jt'"' ~ c.. r~ A.  I 
の芯礎的な知設・磁解 I...::..Jて表現ttたか !一二二

;l華山の美術史上の位置 I U.5 

~ l-id パの矧史上の蹴 !三土
蛾 I(l) Iμ議長2擁語霜長忌ぷ2断l醐械化し，そ 151.8 

昭和 31年度

|分野|獣| 問 題 のね 空 い !正答本

本的な糊別解 18H

リズムの美しさ 18.11 

倒 I I州 |冒|比例の美しさ I 5.9 
け)1川貨の法礎的な繍(問) _1竺

実技 1(1)1遊!附ラスコヴプと音楽の加を素材として〈質感) 1 50~ 
|物の描写)Jをみる | 
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昭和 32年度

側|野| 問題のね l 

描画 1(1Jト樋視図の醐 1 55.7 

ィ|版刷料恥の蹴Iや材質にっし叩誠酬 119.1I I 

工作 [2J 

ロ | 木却の践の肌つしての迫I1f~r(， I川 | 

[:3] I美的・問な価値につし印醐(装飾的惜しさ機 |削J
能的な美しさ〉

鑑賞 ィ |作者の表脱皮 18#.4

[4J 美術鑑賞の基礎的な知識・酬 一|
ロ I~Mの御( 叫

突技 1(1)卜すに腰をかけ引仰を素材として4川写ブJをみる lM

昭和 33年度

分野 |騨 i flNl 題 の ね ら L、 |正答率

撤回 ィ |嗣における絵附の問態度

( 1 J 

ロ|版即物彫刻刀の取扱~， (姿~tf!l!J山酬 1 55.8工作

色彩 1(2J 1臨色にお問比につし叫解 (1山比〉 85.6 

鑑賞 (3) 
美術鐙賞の基礎的な知識 .ltl!解 イ I動的な美しさの要素I69.8 

く感覚的なもの蜘造形) 1 p 1 i'fite<J tJ:~ 1..-d U)~# 1 ロ 静的な美しさの要素 95.0 

〔i〕lz しの展開図の読仇見取図のかき方向吋 124.7 
をみるo

実技 97.2 

( 2 J I…箱叫が半分引き山械のものを素材として 149.6 
描写)Jをみる
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、
昭和 34年度

分野|堅守| 問 題 の ね ら い |正 答率

制 I( 1 )l燃 22F体感崎駅立憾の糊箇の動以 168.91
工作I Iィ |木材の鱗造，特に木自の名称とそのあらわれ方につい I15.0 ' 
I 1.' Iての理解 | 

色餓彩¥(2) 1卜ロイi…僻俳に…恕瑚加解伽および…
I Iυイ |川桝蜘l峨版紫 |川川66~I .I，8.o

鑑賞 I(3) I .克術鑑賞の2，~礎的な知識 I ; ; 
| 1 ，... 1或視J法 |初、0

I r I 1 I 万1形〈絃立〉の展開図の読み方や見取閃のかき万の抜fl~を I 280 
1.. ， " 1みる 1 .... I 

実技 I 1 

|( 2)1~1ìJ:択をぷ材として物の描写力をみる t4s.el 

分野別問題数および正答率

I JMT. '1'C~ I t.J1 +-1; I問題合計
作 |鑑 賞 I'J.!鋭 J一一一一
1 I 11一般実技
15m〕im:l〔l〕5内 l

| ハ .f0.8i 11 1 

出;j;:Z iJ11
|〔l〕 S7T11

〔i〕5024
H 

Ir 4) 111;8151 1 
r訂才百ヨZヲ了4~..ij[l')""5T.Bi1-
1 
"" 
71.9.[ 4 ]イ 84.41 11 

| |ー ロ74.81 II.{ 1 

jc 1 )ロ55810MiriM471 1|ロ35:olc2 5 :49:B1 41 宮

Ic 
2)イ咋〕ィω8kl〕茸8.0!
|ロ88.0j【2)ω.1111 41 f 

61 71 
71:t7  

く注)(1)問題は.f棋にーつの分野の知識・現解の程度をみようとするものではなく
あわせて，他の分野の基礎的な知識.ID!解をもみれるようなねらいで僧成
ている。したがって.問題を分野別に分顕して図表化することは，必
ずしも妥当ではない。しかし.問題の中心的なねらいからみて.一応、分野
別に分獄絵刻!没したのが上の表である。

(2) 凶法. 製図の分野に関する問題は出題されていなL 、 /J; . これは~技におい
ても，芸れらの知識・ 解の程度は評価できるであろうし，また，職業・
家経科との重複をさける訟派において制強して出組したものである
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学力検査問題と学習指導

描画

昭和 32年度 (1) 正答率 55.7'}(， 

!日:~骨組
問題のねらい

二消点透視図の理解を見ょうとする問題であるo

透視図は，肉眼で見たままに描く図法で，遠近感による実物の実感が，その

ままに表わされるので，絵画作品はもちろん，日用品 ・建築等の見取図として

広く活用されている。したがって，図工教育においては，絵画の制作や鑑賞，

工作作品の製作，表示等と関連して指導することが必要である。

ここでは，生徒が学習経験を通して.透視図法の意味，具体的な作品による

図法の見方，理解の程度を知ろうというのである。

なお，二消点透視の場合が示されているが，もちろん，ー消点の場合も理解

されていなければ，真の力とはならないてーあろう。

生徒の困難点

l 芸術作品と遠近法・・・咽正確な透視図法によって描くということは，個性

的表現を尊重する美術教育の商からいえば，矛病することにもなり，したがっ

て教師としては，これを軽視する傾向が為る。そういう指導の不足からp 生徒
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の理解不足ということも考えられる。

2 職業・家庭科との関係・・・・図法教材は，職業・家庭科と，図工*"の聞に

重複しており，そのために，透視法のような，中間的な性格をもつものの指導・

が不徹底になってはいないであろうか。

指導上の留意点

目の高さと形の変化・・・・物をみる場合，眼の位置によって，形は変化す

る。

@上・下の方向

@ 左 ・右の方向

@近くから遠くへ

2 消失点が一つの透視図

3 消失点が二つの透視図

色調円。
臼|己 Q
E塑|♀ Q

仁二二コ 亡二二コ

地平線 的夫点

円ダl---ー討を ゲ ' 

平行〈 一日114/"
、一一._.ー

以上は，単に図法として知的に指導するより，古今の名画によれまたは廊

下，並木道等を観察させるなどして，伍験的に，興味的に扱い，その後に，lE

確な図法の原理について指導するのがよい。

参考名画・・ ・・ダゲインチ(最後の腕饗〉

ホツベマ(ミツデノレハノレースの街路〉
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昭和 33年度 C1 ) イ 正答率 的.7%

つぎのイ，ロの写真It.デγサyと.Ii!:i闘の製作中のー場国iである。溌勢または工

具の主りらつかし、からみて，ょいと思うものの番号を，それぞれOでかこみ.その

おもな理由を書きなさい。

2 く酒i山〕

イ.

ロ.昭和33年度 Cl)ロ工作参l縦

問題のねらい

l デッサンの正しい姿勢・・・・給を描く場合，いつも全体の統・を考えなが

ら描くことが大切である。そのためには，あまり幽.面に顔を近づけることは，

見方が部分的になっていけない。

また，線のはこびにしても，腕たのばしてかけば，大胞に伸び伸びとかける

ことになる。

2 正しい姿勢は，正しい理解から・・・・以上のことは， デッサンに限らず，

すべて絵画制作に共通する原則でもある。したがって，この写真のような，画

架をI使.って，大型!商用紙に木炭で描くということをやっていない生徒でも，正

しい理解をもっていれぽ容易に解答できる問題である。

そのような理解をみようというのがこの問題のねらいである。

生徒の困 難 点

デッサンになれていない生徒・・・・この写真にみるようなデッサンになれてい

ない生徒は.小さい画用紙に向って，比較的， 画面に顔を近づけて描く場合も

考えられる。そういう生徒にとっては，右の写真は2 異常に離れすぎていると

思うかも知れない。

指導上の留意点
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1 デッサンの意義について・・・・創造的な表現を重〈考えれば，せっこうデ

ッサンは，何か型にはまった古くさい仕事のように考えられやすいが，しかし

色彩を使っての写生にしてもr たんに外界の色相の変化だけに気をとられて，

統ーのない混乱した絵がで‘きる場合がしばしばみられるのは，やはり，デッサ

ンの不足を物語り，それは，やがて絵の行きづまりともなる。

したがって，あらゆる色相からなる風景を2 単一の，一色の濃淡〈明暗〉に

翻訳してみる勉強により.描く基礎を作っていくこ之が重要となる。

2 せっこうデッサン・・・・このように，形体的な秩序と取りくむためには，

せっこうは白一色で、あり，質もーょうであるので，デッサンの基礎の勉強に適

している。これができてはじめて，色彩の;bる，また，質の復雑なものの表現

もできるのである。

3 制作について・・・・

(l) 対象の印象をつかむこ主・・・・回や口が， どうなっているかなど之いっ

た，細かいことではなく，まずr 描こうとする物全体が，どんな感じを

与えるかを味わうことが大切である。

位) 全体との関係で部分をみる・・・・こみ入った形のものは，部分的に見が

ちである。それでは，ついにまとまることはない。常に全体の形相をつ

かみながら，部分をみるという仕事をくり返すことによヮて，最初の印

象は，次第に強く，深て.作品に表われていくのである。

(3) 線，面，立体の方向，比例，パランスなどの相互関係をとらえる。

(4) 現，暗表現について・・・・せっこう像をみると，微妙な明暗の階調がわ

かるが，これも，最初から気をとられると，調子がうるさくなり，全体

主しての立体感も表現できない。

まず，明暗の調子を，A， B， Cの3段階にまとめ，大きな調子をつ

け，次tζ各段階をそれぞれ，さらに 3段階に分けて，細部にうつるのが

よい。

(5) 遠近の表現について・・・・立休感を表わすには，遠近の表現も必要であ

る。たとえば，前の髪と，後の髪の距離はちがうから，調子の変化によ

、って拙き表わすというふうにする。

以上，デッサンに対する，iEしい理解のもとにくつまり創造的表現も，デッ

サンの基礎が必要〉指導されなければならない。
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昭和 34-年度 (1 ) 正答率 1:，3.9% 

者ょう

下の写真は， )胸像に光をあてる方向をいろいろかえて，うつしたものである。こ

のうち，もヲとも立体感のだせなかヮたものをーつ選んで，その符Jt-].をOでかこみ

なさい。また，それは，どの方的jから光をあてたものか。右の口のtゃから巡封なも

のをーつ選んで，その番号を ( )の中に宙きなさい。

一

上

一
上

積

斜

前

後

一
1・
勾

4

q

J

4

‘
F

コ
A ( ) B ( ) Cく〉 D ( ) E ( ) 

問題のねらい

せっこうデッサンはもちろんr 一般の描画において，対象の立体感を表わそ

うとすればr 光の方向によってs 対象の明暗，陰影に微妙な変化を生じそれ

につれて，物体の"ft休感もまた， J認減していることを経験している。

それを正しく観察し，感じ之ることは，描画する際の大切な態度であり，心

構えでもある。本問題は，そのような見方，感じ方，理解・態度等について見

ょうとしたものである。

生徒の困難点

常識で判断する生徒・・・・正面光綿や，背商光線は，立体感がでない， という

ような常識で判断し易い生徒は，このような写真で，具体的なものを見ぜられ

た場合，誤るこよがあるだろう。あくまでも，示された写真を誠笑に観察し，

感じたままを紫直に表現することが大切である。

指導 上の留意点

1 せっこうデッサンとして

明暗や，立体感の観祭や，表現は，せっこうデ γサンの際に，もっともよく

指導できる。その際，たんに片側光棋にすると，立体感が出るというような，

概念的な指導に終らぬよう，各方向から光をあてて，その立体感の変化，明暗
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の変化を，生徒が，自分の伺で発見し理解するようにすることが必要である。

特に，暗室装置のある図画室などではそれが最も効果的にできるであろう。

2 反射光線に注意

一方から光線が来た場合でも，壁r 床r 天井などに反射して，その反身初E線

のために，階部にも微妙な明暗の段階が生じそれが物の立体感に影響を与え

るものである。

3 鑑賞指導として

名函によって，光の方向や，明暗表現の美しさ，立体感を，鑑賞させること

は，鑑賞指導の意味からはもちろん，生徒の現.解，興味s 関心な深める上に，

大いに役立つものである。

4 せっこうデ γサンにイ吃るものとして

せっこうデッサンの代りに，直用紙を折ったり，曲げたりして机上におき，

それに光を各方向からあてて，デッサンさせるのもよい方法であろう。

その他，白ぼく入れの箱，無地の査，茶わん等，生徒の身のまわりのもので

くふうすればよい。
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l 図案 (デザイン配置配合〉 ・色彩

昭和 30年度 (1 ] 正答率 37.5% 

，、弓3

下の図は，部辰の中の物の田波図てある。 A.B. Cのうち，勉強室兼寝室とし

て，もっともよい配置だと思うものから順に. 1. 2. 3の番号ーをのく 〉中に書

きなさい。

ー-f'- 一ーーーイ』
一ー一一~

A ( ) B ( ) C ( ) 

問題のねらい

美術的な作品をつくるとか，突用的なものをデザインすることは，図工科の

大切な内容ではあるが，われわれの日常生活においては，すでに，でき上って

いあ作品を，いろいろに配遺配合して，生活を美しく，かつ，むだのない合理

的なものに設計する場面も多L、。

たとえば，机上のスグンド，インキびん，筆立.本JL等の配置，台所用品の

配置等，単に美しさだけで考えるわけにはいかない。

便利で美しい，配置配合する態度，能力はr 美と生活の関連という意味か

ら，図工科でも指導すべき内容となっている。

との問題は，以上の観点から，勉強部屋を例にとって，配置配合の態度能力

をみようとしたものであって，主なる観点は，

l 部屋を広く使うための机の位置

2 机上を明かるくするための，本立やスタンドの位置

3 本棚の本が，明かるく見よし〈こと

4 壁画の利用が一方に偏しないで，美観を保つこと

等でおろう。そういう総合的な考えから判断することが望まれるわけである。
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生徒の圏難点

この種の問題は，各生徒の生活態度や，生活環境とも深い関係、があるため，

三枚の図の微妙なちがい?と気づく ことは，困難があるかも知れない。

指導上の留意点

配置配合の意味をよく理解させること。 (上記参照〉

2 実際の指導においては，各グループに分けて，各一つずつの研究をまと

め，発表させ，お互いにそれを批判反省させるなf弘一つの方法であろう。

(参考例〉 -教室の掲示 ・学級新聞の編集 -校庭の設計 -卒業記念

アノレノυ、の各ペF タの構成 -勉強部屋 -能率的な台所設計 -子供

公園

3 発表の方法・・・・以上の研究は，紙上に設計.考案関として描かせたり，

工作とーしょにして，立体的に模型製作させるなど，いろいろな方法が考えら

れる。

特に，台所や，勉強机の机上配置などは，作業のレヤすいよう，動線の距離

測定など，数的に調貸させてみるのも効果的である。

昭和 30年度 [3) 正答率 27‘4% 

学談会で併合効果をあげるために，白い背景に|向けて，右の図のように三方から

色光をあてた。光線が交わってあたったAとBの部分は，それぞれどんな色になる

か。もし絵具で，この図のように背t ~赤， 織を混合するとしたら， A と Cの部分は

それぞれどんな色になるか。(どの色 一一一一一ーー

も同じ設ずつの純色を混合する〉

下の茨の中に，色名古ピ書きなさし、。

ィ1~光の交わ っ坊 1 1 1/ 
ロ|答兵槻合した場11/1

問題のねらい

絵画制作における，絵の具の混色は，生徒が臼常経験していることであり，
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また，芸能会の照明や，商!苫の照明等によって，色光混合に対する関心も，要

求も高まってきた。

また，印象派の点描-による視覚混合も，今は新開雑誌の写真製版，美しい玩

具の風寧や，コマの廻転，衣服の混織等によって身近なものになっている。

したがって， これらの混色の!京理を理解したり，これを制作に利用するカを

もつことは，いよいよ必吏になってきたようだ。

これら，色彩の混合について，生徒の理解が，いかに身についたものとなっ

ているかをみる問題である。

生徒の困難点

色の混合については，滅算混合，中間混合， 加算混合の三つあることはだい

たい知っていると思う。

しかし，この中で，加算混合は，教師が最も指導に手ぬかりを生ずるもので

ある。

すなわち，色光の混合は，室を暗室にする之か，懐中電灯を数個用意すると

か，施設，設備等の点で，実験が省略されているのが現状である。

したがq て，簡単な説明で終ってきたとすれば，このような問題を前にして

生徒は，さぞ当惑したことだろう。

正答率のわるかったのは当然であろう。

指導上の留意点

色彩教育が，単に知的な指導に終っては何の効果もない。

困難かも知れないが，色彩指導には，混色廻転板とか，色光混合実験のため

の，暗幕，幻灯機，または懐中電灯などの準備が特に必要である。

こうしてこそ，生徒は，色の混合の不思議さと，突しさに，強い関心と感動

をいだくことであろう。

色光混合に対する，えのく"の混合，あるいは，四転板による視'誌の混合に関

しても同様，L-っかりした指導ができていれば，色光混合の理解も，ーそうは

っきりするわけで‘ある。
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昭和 31年度 (2) 正答率イ 5/.4% ロ 84.3%

つぎの文のc)の中から，適当なものを一つ選んで，その番場をOでかとみな
さい。

イ.道路際識に，黄色主黒色の間色が多く用いられてし、るのは，主としてく1.明度

2.色柄13.彩Eむの対比の効采を利用したものである。

1ロ.筆立を設計するときには，製品の(1.美観 2.安価 3.単純化 4.安定性〉を

まず第一に考えなければならなb、

(イ〉 問題のねらい

色の明視は，従来，絵画制作の際にも指導されてきたが，近年，デザインの

隆盛とともに，重視されてきた。すなわち，看板，ポスター，表紙，楳識，乗

物などの配色に利用され，生産性の向上に，危険防止に，その威力を発揮しつ

つある。

したがって，明視の原理のよき理解者，よき活用者たるこ とが， これからの

社会人に要求されるのではあるまいか。

そういう意味から，明視の原理の理解や，関心度をみようとする問題であ

り，つぎのことが理解されていなければならない。

! 地色と色との関係による明視度の高低

2 三要素関係からみて，最も効果的な要素

3 明視皮と注目性の関係

4 対照的なぞ~と注目性の関係

生徒の困難点

黄色と黒色の間色は，考えようによって，彩度対土とであるかも知れない。

したがって，緊張した場商で，どの一つをとるかという時，一瞬迷うのもや

むを得ない。このようなとき，やはりすなおに考えて，最も普通の常識的な判

断によって明度対比をとるべきであろう。

指導上の留意点

ある色が，遠くまではっきり見えるには，明度差が最も大切な条件になると
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いうことを，はっきり指導する必要がある。

同時に，色相差，彩度差の影響するこ乞も指導すべきであるが，そのため

に，三つの条件が混乱しないように注窯が肝要である。

以上はあくまで実験的に，色紙などで指導すれば効果があるので、あって，単

なる知識の注入では真の理解とはならない。

いろいろの，ニ色配合を出し，その明視度の高さを比較判断させるような問

題は，この種のものとして指導しておかなければならない。

以上，明視のみを取り出して指導する場合であるが，ーそう具体的にするに

はp それを作品の制作へ発展させることがよいであろう。

(ポスグー， 標識等上記問題のねらい参照〉

〈ロ〕 問題のねら い

デザインを図案と考え，図案をもようと考えていた従来の観念をやめて， 用

を基本とした美を，デザインとする本質的な考え方を求めた問題でおる。

したがって，直接的には筆立の設計の心構えをみようとする問題であるが，

その基本となるものは

日常使用するものについて，用と美の関係についての理解

2 日用品の良否を判断する能力

3 日用品を選択する能力

で、ある。

生徒の困難点

筆立の設計であるから，安定性とし、う答が出てくるのはごく自然であって，

この問題で生徒は格別困難を感ずることはなさそうだ。

しかし，デザインをもようというふうに考えている生徒があったとしたら，

美観，・という答を出すであろう。

指導上の留意点

筆立にかぎらず，伎に立つものを作ろうとする場令，まず，その目的を考

え，それに適した形が考えられるであろう。
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したがって， ふだんの指導において，そういう基本的なところから生徒のく

ふう創造力を伸ばすようにしていればp このような問題はまことに平凡なもの

といえる。

しかし，施設，設備，経費等のことで，セッ ト式の組立工作をしたり， 同一

材料，同一殺計で， 一斉指導が行なわれているとしたら，あるいは， デザイン・

とは「もょうつけJと心得る生徒がでることにもなろう。

物を作るということは，大切であるが.それが単なる技術に終ることなく，

デザインのはっきりした理論の上にたって，はじめて生きてくるのである。

昭和 33年度 (2) 正答率 15.8% 

おの図のAの音s分は，だし、だい色で.Cの部

分は灰色である。との場合.Aの部分をもっと

も切るく見せるには.Bの部分をどんな色にし

TこらよL、ヵ、

また，もっともl宿く見せるには，どんな色に

したらよいか。下の司のうちからそれぞれ一つ

ずつ選んで，その番号・を答のく 】の中に書き

なさい。

¥ ~あお 2… 3ー
を.あおむらさき 5.きみどり 6.き

〆，‘
、
r
t
、

まに

は
る

に

せ

る

見

せ

〈

見
る

く

明

暗答
〉

〉

問題のねらい

色は単独に存在せず，常にまわりの色との関係において存在し，またその際

まわりの色の影響をうけて，明度，色相，彩皮にいろいろの変化を生ずる。

そのような色のふしぎさ，すなわち，対比現象が，われわれの生活に大きな関

係がある。そういう重要なことに対する生徒の理解や感覚をみるのが，この問

題のねらいであるが，特にここでは，明度対比をとりあげ，つぎのことについ

てめ現解をみようとしたものである。

1 J明度対比によって，ある色が明かるくみえたり，暗くみえたりする。

2 純色の各色相の明度は，それぞれどのようにちがうか。
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生徒の困難点

これは，明度対比の問題でゐるから，各色相名に，明度が記入してあれば，

親切であったと思われるが，ますこそれでは，あまりにも解答が簡単に出てしi

J う。したがって，各純色の明度の大体の指導は，なされているものとみてp 与

れを記入しなかったのである。

しかし，このうち，青緑，青紫p 青の三色の明度差は微妙であって，現実に

色を見なければ判断しにくい点もあったことだろう。

指導上の留意点

上記のように，この問題は，やや高度であったかも知れない。理想をいえ

ば，テストに実際の色紙なり，色刷りなどで示されることが望ましいο

このような問題は，日常，われわれの生活に数多くあることで，ユエフ才戸

ムに，部のマークを入れるとか，くず箱にペンキで級名を入れるとか， いろし

ろある。そういう場合，現実にそれを明かるくみせようとする必要がある。そ

れらの基本になる判断力は，色彩指導によって養われるのである。

その意味から，実際指導にあたっては，つぎの点を章一視すべきである。

1 色の対比，特に明度対比について，いろいろの色相による実験的な指導。

2 12色相の指導の際，その明度についても，明度Jl即こ並べてみるようなこ

とを徹底的にやっておく必要がある。

昭和例年度(2) ロ

つぎの問に答えなさL、。

イ.昭和3宇年度 (2)イ 工作参照
~・べ n 

'正答率 40.5% 

J:l.学校の保健室の壁を塗りかえることになった。どんな色の壁にしたらよいか。

下の口の中から，もヮとも適当と思う色を一つ選んで，ぞの番号をOでかこみ

なさし、。まナムその色を選んだ現由をかんたんに習きなさL、。

lM 引…L 淡緑 2. 1定 3.主義背 壬.紫 5. 赤 6.淡紅

理由
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問題のねらい

色彩のはたらき(機能〉についての理解，およびそれを生活に生かす熊度，

技能をみようとしたものである。

色彩は，生活に密接しており，ととに，われわれの晴好，感情に直接ひびく

もので，色彩による生活環境の調整は，保健衛生，作業能率，安全，快美感な

ど，われわれの精神や肉体に重要な役割を果すものと考えられる。

商工業のデザインにしても， 一般的，普遍的な色影晴好や，感情効果をねら

わないと，需要者をひきつけることができず，ひいては産業発達に大影響をき

たす。この意味で，生徒に，つぎのような理解，態度.技能が要求される。

| 色のはたらきく機能〉が，われわれの生活に，どのように応用されてい

るかの理解，および生活に，色彩を合理的に用いる技能，態度。

2 色彩調節の意義や，必要性の理解，および環境を改善しようとする態度ヘ

これらが生徒の身について，はじめて.本問題も解決されることになるので

ある。

生徒の困難点

だいたい，緑系統は，人聞の心に和やかな，安静な感じを与えるという程度

のことは，指導されているし，生徒もいろいろな経験を通して，深くE到砕して

いるだろう。したがってこの問題は.基本的には困難な点はない。

しかし考えようによっては，淡紅もまた保健室にいいのではないか.と考

えるだろう。談紅は，白に近い場合，暖い親しみの気持をもってp 病人を迎え

てくれるだろうから，その意味で多少迷うことが予想される。

指導上の留意点

緑は，安静の色で，保健室のかべによいという常識的な，概念的指導で九つ

てはならない。

しかし，他の色も含めてp 多くの色について，それぞれ，どんな気持を人に

与えるかを，.感覚にうったえ，個々の感情にきいて，実験的に指導し，結果之

して，淡緑は.，保健室によいというのならば，その指導は正しいし，そこで現ー

- f.lー



.われた，生徒の色彰教養はp テストに対しても，それに即した判断ができるに

ちがいないのでおる。

また，淡紅も，その明度や彩度によっては，保健室むきだともいえるわけだ

から‘それら，幅広い指導が望ましい。

そのためには，指導の際，つぎの点に留意する。

l 色のはたらきについて研究L，生活に応用されている現状について調査

させる。

たとえば，適当な建築や，焚通機関等について，実際に調査見学など0

2 じゅうぶんな，資料をあつめる。

学校，家庭J工場F 会社，病院等の色務調節資料。

交通機関，交通標識，信号等の配色例。

3 できるだけ，色彩調節を実際に計画し，作業を通1して，具体的に感得さ

せる。

たとえば，教室や，勉強室等の身近な環境について，色彩調節の計画を

立て，設計図や模型を作らせる。
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目鑑 賞

昭和 30年度 (4)

下のこつの紫捕の作品をくらべると， 表現態度や，用具.描き方などに .たいへ

んちがった特徴がみられる。作品をよくみて，つぎの問に答えなさい。

(A) (B) 

~i五郎の{象渡辺華I Li 男の子セザ;/)( 正答率

イ.Aの作品の線陥It..fiíJを日J~ 、て十品、たものか。 82.5%

答

ロ.Aの作品は，似のつかし、方にBとちがった特徴がみられるが，

そのおもな特徴を一つだけ省きなさい。 /3.4%

答

へ Bの作品は，対象のとらえ方にA主ちがヮた特徴がみられるが，
そのおもな特徴を一つだけ密きなさい。 40.6%

符

ι.波辺華111は江戸後j切に，セザ;/>tは191仕紀から20.1止紀にかけて.

それぞれ活躍した人であるが，美術の上でどのような仕事をした

か。簡単に書きなさし、。

1 華山

2 セザYヌ

問題のねらい

/4.5% 

17.0% 

日本画，西洋画のニ作品を比較して， 表現用具，表現の特長，美術史上の位

置などを求めた問題ではあるが， これらを適しての， 一貫したねらいは，生徒

が作品に接して，いかによい鑑賞態度をもっているかという点である。
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まず

l 作品からうける感動・・・・これが中心となって.そこからやがて，

2 構図や，技法上のおもしろさ・・・・におよび，さらに，

3 作者の美術史上の位置，特色，人間性への探求，

へと発展していくのである。したがってF たんに，知的な理解を先にして.

美術史的な考えで.作品にのぞむことをねらっているのではなし作品を味わ

い，感動することが深ければ，当然，理解面へ発展するものとして考えていき

たい。

生徒の困難点

| 鑑賞指導の困難性・・・・現実には，笑物鑑賞は不可能であり，といって，

多人数で鑑賞できるような大きな複製写真も入手困難，いきおい.幻灯映写が

望ましいことになるが，暗室施設がない。

したがヮて，中学校における鑑賞指導は，大きな壁にぶつかっている之いう

のが央情である。そのため，この問題のように，作品の線のおもしろ味とか，

対象のとらえ方の特色など，細部の分析的な鑑賞は，生徒にとって，さぞ困難

を感じだことだろラ o 1E答率もだいぶんわるかったようだ。との意味で，今後

鑑賞指導が，よく行なわれるように，施設の強備や，指導方法に，くふうをこ

らしていく必要がある。

2 鑑賞における知的理解面・・・・作家の美術史的な位置や業績は，作品鑑賞

というしっかりした根をもって，そこから発展して理解されなければならない

のに，上記の理由で?鑑賞が，じ申うぶん行なわれていないならば，身につい

た理解とはならず，解答に困難ずることにもなる。

正答率のわるいのも，そのためではなかろうか。

指導上の留意点

! 作品全体の感じゃ，良さを観させるだけでなく，何によって表現され

て，その効果がでているかというこ之も，あわせて考えさせる。

2 線の特徴は，表現する用具.材料や画家の個性によって異なるのしたが

って鑑賞指導は，単tと，全体の感じに止まらず，用具，材料，技法.構図等，
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分析的な見方にもおよぶ必要がある。

3 作品をみさサて，どういう観点で対象をとらえたか会考えさせるには，

生徒の自主的な鑑賞活動がなされなければならない。また，鑑賞の回数や，量

でなく，表現活動において，:s:j造性をもたせていくことが大切であり， しかも

多角的にやることがよいと思う。

4 鑑賞指噂の場合，突術史として，どの程度の深さや広さ迄やればよいか

が問題となるが，一応，示された基準位はやっておきたい。

5 鑑賞指導の際，中学校としてとりあげるべき作家名，作品名はどの程度

がよいか。これについて，はっきりした基準を示すことはむつかしいが，昭和

26年度改訂版の学狩指噂袈傾く47ページ〉に，図面工作科鑑賞資料として，あ

げられているものが，一応のめやすと考えられるので，つぎに紹介しておく。

図画工作科鑑賞資料

絵画編第 1集

図番 fr: ，" ，as 内 容 |時 別|所 イ正
了 一言峰村Eri附陀浄土凶 |部 分 公良前期 円 本 法隆寺

一
2 伝隆能策島{氏物ZE絵巻 同 平 安 I';J 徳川数例会

3 伝鳥羽僧正低 μ 猷戯ii!ii 同 同 同 郡 山 寺

を 伝藤原修制~~源 頼朝像 | 全 図 鎌倉 間 事11能寺

5 E可 ガ! t医耳冬 山 7k図 同 2長 田T 問 同立何物館

6 日形光称市，~I~ =r.花 |濁 一 主主 i:C 戸 I;;J 以rlt)~術館

一一
7 渡辺官 111~n;即日 比 JR :ri像 ~ 図 |司 l，iJ 1J.i1立 I'~物館
一 東京~術大8 狩出'f)j'l..t;:n: ;弘.~ i悲観音図 IR"J 明 治 |司

三事

9 旋回Ud主低落 ヨ定 一 隻 同 同

10 菊田由一悠鮭 図 全 図 同 同 東~叫-京芸術大

2 irrJ 
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J 

3 同 刻i 智 ?定 図 全 図 鎖t 倉 日 本 根津美術館

4 伝長谷川等伯筆桜 楓 図 界風八商 桃 山 f¥'iJ 智積院

う 宗達筆風刺l雷担11閃 二的廃風 江 戸 同 主主 仁王寺

6 広重筆東海道五十三次 務1 分 同 悶 開立1等物館

7 池大~[筆山 71c人物図 襖絵八函 l司 同 遍照光院

8 円山応挙筆雪 松 図ー 隻 同 同

一 一
東学京芸術大9 浅井忠筆 ~X 穫 図 |全図明治 同

10 黒田清輝筆てっぽうゆり 問 問 f¥'iJ 同

絵画編第 3集

図番! 作 品 容|時 別l所 ずE

1 伝願佳之筆女子 筋 商巻 iL官i 分 4ノ、. 朝 中 国 大英博物館

2 正 倉 伝i;{象m鼓面楽・狩図猟図 ・腕 同 j苦 代 同 正倉院

3 2従階会全.雪 景山水間 全 図 宋 イt 同 国立博物館

を 牧草着筆観音猿鶴図 慣j 同 同 大徳 ‘寺

う 董其 邑筆 山 71c 図 一 凶 明 イ℃ 国 問立博物館

ポアチチェ (マニ 7 ィカ ー ドの 7ローνγ
6 ルリ筆 ""'f 1-'-;1'ナ 全 区l 15世紀.イタリヤ ス

7 νォナノレド=jf1}そyナリーザ
=ゲイyチ筆 一 一 一

問 16世紀 同 ノ号 日

8 ドラ Fロア筆聖母の教問11 同 19世紀 フラユノス 国立惇物館

9 セザーノヌA筆品l}サル1ν幻ゲイグトワ f¥'iJ i司 問

10 ルノアール筆小 女 問 2ヨ世紀 If司

彫刻編

作 nE2 n 別|所 ぜE
l 法隆寺夢殿観音菩薩 像 全 像 飛 烏 日 本 法盗寺夢駁

2 中 宮 寺弥勤菩薩(象 同 同 同 中1':寺

3 高E 師 寺薬師三尊像 |同 三昼、 良 同 薬師寺

生 東大寺耳究極院持関 ラミ 像 同 同 同 東大寺

ー伺 ー



5 興 福 寺十大弟子像 一 体 奈 良 日 2ド 興福寺

6 観 IL;、 寺 古口元支給観音{象 全 像 平 安 l司 観心寺

7 東大寺閉山堂良弁僧正{象 同 同 問 東大寺

8 東 大 王寺金 問IJ力土像 一 体 銀t 倉 i司 同

9 興 福 寺天:燈*・竜燈見 同 |宵l 同 興福寺

10 中 国大同の石仏 同 J，，』、 朝 中 国 歪~ 岡

11 エジプト書記の像 l司 第五王朝 エジプト
ループ.ル↑専
物館

紀第前第元2氾5枇前批。紀紀
12 ミ ロ 烏ミロのヴイナス 同 ギリシア 悶

13 パルテノバI{パルテノYの彬 部分 同 英国博物館
殿 哀IJ三点判l像

14 ギリシア (スピナリオ〈と
げをぬく少年〕 一 体 開j 同 ロ ー- """ 

151 ミケラγジエロモーゼ像 同 第161i上紀 イタリア 同

図番| 作 品 |内容|時代|国 別|所;「-J 的 土|竺
師 T=Eアf 東 絡; 同 奈 良 伺 同

tB 提 寺 金 ~ 同 情j 同 同

4 法 隆 守 夢 殿 同 同 同 同

倉 |院 同 同 |司 同

[赤 坂 高唯 宮 | 同|明治|同|東京都

IVr I紀元前 I .... ~ " _-，.... I 
14 パルテ， y 事11 駁| 同 |第5世紀 |ギシ |

Zセ Y ト=ソアイア 寺院ロァ-ZEF77医弓子
-:tlー
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「一一τ
16 サ ン =ピエ ト ロ寺院 内己元 I .1 b 11 -7 I 

互竺主回虫色はどこ己一二二
17 Iペルサイ ユ j怠 酸 |全: 景| 前~ Iプランス |ベルサイユ部分 I I'.J l' -' ./ " I 

18 Iタージ = -q ハ ー ル 全 景 1 ・同 |イン ド ふグラの東

19 I天 思 祈 年 殴 同 紀元 Ieh "'" I 
第15也記 |中国 !北 京

(注〉 ここにあげたものだけでは不じゅうぶんであるから，適宜補充してもらいた

し、。

昭和 31年度 [3J 正答率イ 84% ロ 5.9%

つぎの写真は.自然や造形作品をとりあげたもので，それぞれちがった美しさが

みられる。このうちで.主として. rリズムの美しさ」をあらわしているものはど

れか。また， 主として. r比例の美しさ」をあらわしてし、るものはどれか。それぞ
れ二つずつ選んで，その番号を，答のく 〉中に書きなさL、。

2 3 

6 

5 

答イ.リ ズムの美しさ一一 く ) ( ) 

l='.比例の美 しさ一一 く ) ( ) 

問題のねらい

表現カとともに，鑑賞カも重要である。しかも，美しいものを美 しいと感ずる

感覚的，直観的な志のだけでなく ，そこにひそむ，美の原則を分析し知的整理

を試み，それがやがて，創造力へも大きく影響することが，その目標で、あろう。
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以上の見地から，笑の鑑賞力や，美の原理が，どれだ汁生徒の力になってい

るかをみようとした問題であるo

生徒の困難点

第一の困難点と思われることは，美というものは， リズムなり比例なり，そ

れ一つだけ含まれているものでなく，いろいろな原理が複合しているものであ

るから，一つだけとり出して答えるという点に，困難さがあるだろう。

第二の困難点vX，生徒は，このような問題になれていなかったのではないか，

このようなテストは，実際上，中学校では従来行なわれていなかったようで為

る。鑑賞のテストは，むつかしいものとして敬遠してきたのが実情であった。

指導上の留 意点

上にあげた，第一，第二の困難点も，要するに，指導者の手ぬかりをつかれ

た結果であって 2 この年以来，各中学境でも鑑賞指導と，そのテスト方法に，

くふうをこらすようになってきたと思う。

まず，その指導のためには，芸術作品はもとより，自然物，建築物，日用品

等，あらゆるものに，美的関心をそそぎ，その写真や，複製.できたら笑物の展示

などで，そこにいかなる美の原理がひそんでいるかを.味わせることである。

しかし，それが無味乾燥の指導にならぬよう r たとえば， ¥幻灯にして，いっ

そう.その美しさがはっきりするようにくふうするなどr 興味関，l}をもたせる

ことが大切である。

美しいものには，いろいろの美の原則が.複合しているけれども，指導に当

ってはp 特にある一つの原則がはっきりでているような，模式的な作品を用意

し，重点的な鑑賞指導を行なうことが効果的である。

昭 和 31年度 (0

かつしかほ〈古い

右の写真は，江戸時代の版画家，葛飾北斎

の作品「波裏の富士」である。この作品にみ

られる構図の特徴は，つぎのうちのどれにあ

たるか。あてはまるものを 一つ選んで，その

番吟をOでかこみなさい。

正答率 /2.6% 

1・左右対称〈ジY メト リー〉 匂う

2.対比(コユ〆トラスト) .3.遠近法 4.不均衡(アyパラジス〉
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問題のねらい

突の鑑賞は，直観的に，その生命にふれることにあると思うが，また，時に

は，それを表現の形式商から，原理的なものを深めることもまた，鑑賞の一つ

の楽しみであり，それが理解されるととによって，生徒の表現力の伸展に役立

つものでもある。

本問題は，構図の函から，このような理解力をみようとしたものである。

生徒の困難点・

作品に表わされた，構成美の要素を見出すことは，その要素にどんなものが

、あるか，また，この作品はどこがよいか，という要素と，特徴の関連をみなけ

ればならない。

生徒は，コントラス トや，シンメ トリーという，言葉としては知って いて

も，それを特定の絵にあてはめて，応用することは，多少困難を感ずるかも知

れない。

この絵は，コントラストと，遠近法の二つの要素をもっているように見える。

それを，ーっと限定されると迷うことになる。

指導上の留意点

作品鑑賞のみでなく ，自分の身のまわりのものの美しさに‘どんなものがあ

るか。また，その美しい点はどこかを，常に味わわせるようにするとよい。

古今の名作のうち，特に構図上特色みるものについては，よく指導しておく

ことが大切である。

単に，名画によるだけでなく ，日常の生徒の図案，写生の時などにも， 笑の

原則，原理を応用するように心がけると，身についたものになると思う。
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昭和 32年度 (3) 正答率 42.1% 

つぎの造形品のうちで， 主として， a、bにあたるものはどれか。それぞれ一つ
ずつ選んで，その番号・を( )の中に語きなさい。

2 3 4 

藤調
ぞうt...t(

a. )}ズム感のある装飾的な美しさの感じられるもの く 〕

b.すっきりとした機能的な美しさの感じられるもの ( 】

問題のねらい

われわれが，日用品を選択する時，機能性を重視する場合と，装飾性を重視

する場合とある。

いずれにしても，その選択の目的によくあったものを選び出す，足骨覚とか英

知，それらを要求する問題である。

特に イ リズム感のある笑とは ロ 機能的な葵とは・・・・が中心である。

生徒の困難点

美しさというものが，何か，飾られて生ずるものだと考えているのが，子供

ーで、はないだろうか。

したがって，鍋が，いかに機能的であったとしても，それが直ちに， 美と結

びつかないのであろう。また，それが，あまりにも見なれた平凡な形で、あれ

たとえ，そこにわずかの変化が行なわれてきたとしても，気づかないのが普通

である。ここに，この問題の困難さがある。

つぎに，凶)図の灰皿などが，いかにも形態や，材質感から，われわれに新し.

さを感じさせることも，問題の解決を困難にしている原因でもある。

リズム感という言葉も，実の原理のーっとして，一応知っていなければ困難‘

を感ずるだろう。

指導上の留意点

美とは，決して装飾することではない。という点を特に，日用器具類につい

て指導すること。

水差し，コ ップ，スプーン，鍋など，身近にあって，最も，平九と思われるもの
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のなかにも，洗錬された，合理的，機能的な美をもっていることに注意する。

どのように機能的であるかを，その形態，材質，梓造，色彩などの上から，

考えてみるように指導する。

装飾の必要性，装飾の限界等について，スプーンや鍋のように，目的にあっ

た合理的な形態そのままが美であるとき，装飾はむしろない方がよいし，それ

だけでは，物たりないと感じたときs おのずから，装飾が求められるだろう。

ただいその場合.あくまでも，機能性を害しない程度においてであろうd

婦人雑誌や，新聞の写真など，あるいは，新聞の中のハサミ広告， パンフレ

ット類などに，日用品類の写真など多い。

心がけて集めると， (生徒にもよ，びかけて〉相当量になる。これを選択し

て，台紙に張るなり，袋に分類して入れるなりすれば，機能美とか，装飾とか

の問題を考えるよい資料となる。

昭和 32年度 (4)

右の絵をみて，つぎの問に答えなさい。

イ.この絵の作者は.どんなねらいで
も1.う

かL、たと恩われるか。この絵の特徴

や!受ける感じから考えて，つぎの1

2， 3のうちから，もっともよいと

思うものを一つ選んで，その番号を

Oでかこみ伝さし、。

1 .自然の美しL、風景を，そのまま

表わそうとした。

2.がっちりとした岩の組立てや海

正答率 イ 84.4% ロ 7U%

のはげしい動きを，力強く表わそうとした。

3.海の中に，点々とある岩や白い波のi降伏な感じを，表わそうとした。

ロ.この絵の原函は，つぎのうちのどれにあたるか。あてはまるものを一つ選ん

で，その番号ーをOでかこみなさい。
すみ

1 .墨絵 2.版図 3. 1111絵 4，木炭画 5.はり絵

問題のねらい

イ 絵から受ける感じゃ特徴から，作者が対象をどんなねらいでとらえた

か，その表現態度についてみようとする問題である。
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ロ 作品をみて，描画の種類を考えさせる問題である。

生徒の困難点

イ 作品が，特徴ある表現であり，それに示された選択肢も，はっきりした

ちがいが出ているので，大きな困難はなかったであろう。

ロ 色が表現されていないので，無彩色の，マチ :L-/レだけで判断しなけれ

ばならない点に，多少の困難を感じたかも知れない。

指導上の留意点

l 細部の分析的な親方よ れ先ず全体の感じゃ，雰囲気を味わせるような

指導が必要であれ さらに，それを，倉地性を伸ばす面と結びつけていくこと

が大切である。そこから，対象をどのようにとらえているか，あるいは，とら

えたらよいか，ということが身についていく。

2 描画の，各々の表現の特徴について，学習の経験を通しては握させるな

り，よく特徴の出ている作品を資料として理解させる。

3 鑑賞も創造作用である。

鑑賞は，制作と対象的に考えて，あたかも，単なる受容作用と考えてはなら

ない。作品と，みる者との問における創造活動である。

ちょうど，制作が，自ら作り出すものであると同様に，鑑賞も，自ら闘をも

って見出すものである。したがって， 鑑賞指導において，指導者の主観をおし

つけたり，説明しすぎたりするこ とは，生徒の自主的な鑑賞力の妨げとなる。

自ら発見し，感動することが根本で為る。

そういう態度が作られてこそ，本問題のような場合の現解も容易にできるの

である。

昭和 33年度 (3) 正答率イ 63.8% ロ 35.0%

-、主うこt

下の自然物の写真のうちには，右の彫刻の写真と共通した美しさをもったもの

がある。つぎの問に答えなさい。

イ.Aに見られる克しさに，もっとも近いものはどれか。 一つ選んでその番号を

( )の中に鈴きなさい。

ロ. Bに見られるよ隠しさに.もっとも近いものはどれか。ーつ選んでその番号を

-ssー



( )の中に書きなさい。

A ( ) B (コ

1士ん
(ギリシヤ ミロY 円盤投げ〉

。ゆ主
(広隆寺みろくぼさつ〉

1 .く貝がら) 2. (一輪ざしの花) 3. (石がき〕 4. (つる〉

問題のねらい

芸術作品の鑑賞だけでなく，広く自然や，日用品の笑にも，目を向けさせた

し、。

自然の美は，あるー郁を拡大したり，区切ってみたり，ー見る角度をかえてみ

たり，内部を切断してみたりすることによって，発見されることがある。いつ

も，常識的にみずに.新しい自で，自然を見ることが大切である。

美しいと思うときーそこにどのような美の要素が含まれているかを考えてみ

る。

芸術作品は，自然から啓示をうけて作られることが多いので，その関係は密

接である。したがってr芸術の美と，自然の美の中にひそむ，共通な美の要素

を考えさせたい。

生徒の困難守点

生徒は圃細部に気をとられるものだから，全体の感じを見失わないようにし

たい。
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各々の作品の中には，いろいろの美の要素が複合されているから，迷いやす

し、。

共通する点は，材料とか，うわベの形などにもあるから，それに迷わされや

すい。

指 導よの留意点

! 鑑賞の資料

鑑賞が，たんに，芸術作品にとどまらず，自然物，日用品等におよぶよう

にする。

資料の収集には，突物，写真，模写，転写等いろいろな方法がある。

2 美は，どこにでもあることを理解させる。

3 みる位置，角度により，美の様相の異なることを理解させる。

4 美しさの種類が多くあることを理解させる。

5 造形の要素(形 ・色 ・量 ・材質〉について理解させる。

6 発見した美を表現活動に応用したり，発見することによって，生活を豊か

にする態度をつくるようにする。

昭和 34年度 (3) 正答率 イ“.iJ% ロ 88.0%

つぎの6枚の写真のうち.A， B. E， F~主絵闘を.Cは工芸品を. Dは建築物

をうつしたものである。これをみてつぎの問に答え・なさい。

イ.AとBには，とくに共i蕊な要素があるヲこれと同じ要素をもっているものを

C， D. E. Fの中からこっ選んで，その符号Aく ) ( )の中に讐きなさ
L、。

ロ.また， AとBには，とくに奥った点もある。これにつL、て下の文の中からも

っとも適当と思うものを一つ選んで，

その符号ーをOでかこみなさし、o

a. Aは静的で，Bは動的である。

b. AI'i直線構成で.Bは曲線桝成で

ある。
もゅう

c. Aは抽象的表現で.Bは2手号終的表

現である。

一時一

Aく)( ) B 



C D E F 

問題のねらい

作品の画面構成には，それぞれ表現意図の異なった特徴がある。それを感じ

とったり，理解したりすることも鑑賞の助けになる。

その力をみるのが，この問題のねらいである。特にそれが，純粋芸術の枠内

にとどまらず，広くデザイン作品にもおよぶことを期待している。

生徒の困難点

イ 生徒が物をみる時，表面にあらわれた個々の部分にとらわれて，全体の

感じをとらえることが困難である。

特に， B図のシャパンヌの作品は，写実風に掛かれているので，A図との共

通点をとらえることがむつかしい。

しかし，一応の鑑賞眼ができていれば，垂直，水平の線による単純な構成で

あることに気づくであろう。

ロ A， B二作品の異った点はs 三つの選択肢があまりにも.はっきりとし

た示し方をしてあるのでr まず困難はなかったようである。

指導上の留意点

イ 鑑賞教材・・・・指導の目的から，生徒の能力から考えて，効果的な教材を

選ぶべきである。たとえば，同一作家の作品でも，構図上，はっき りした特色

のあるものp 題材的に生徒の身近なもの，作風的に特色あるもの，美術的に大

きな意義をもつもの，等の観点に立って選択し，これが指導に当っては，その

特色を生かすような， 重点的な取り扱いがなされなければならない。

ロ 作品の比較や類別・・・・作品鑑賞の方法としては，ある一つの作品を，構
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図，毘色，題材等について，深〈つっこんだ指導をするのもよいが，時には，

ある同一系列の作品を見せ，時には，対立的な作品をみせp このような類比や

対比を通じて，鑑賞ブJの俊敏化を図るのも効果がある。

これは，美術作品のみでなく，自然物や，日用品の鑑賞も同様である。
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W工作

昭和 30年度 (2)

額ぶちのかどが離れなし、ように，差是から

Jbて木をすることにした。あて木の木どり

は，下の図のA，B. Cのうちどれがよし、

か。も っともよいと思うものを一つ選んで，

その符号を く 〉の中に書き，つぎにその

JlJl出を二つ書きなさい。

正答率 15.9% 

A 

B C 

答 c ) 

理由g

問題のねらい

この問題は，繍ぶちのあて木の，木どりのしかたに関係した問題であるが，

この問題をとおして.木材加工における木どりの，一般的な基礎的知識・理解

が，どの程度身についているかをみようとする問題である。

この問題と関係する，基礎的な知識・理解の内容は，だいたい，つぎのよう

な範聞であろう。

木どりのしかた

l 木どりと木材の性質

(1)木材〈板〉の強弱 ・せんいの方向と強さのちがし、

・材料，の丈夫な使いかた
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ω木材の収しゅくと変形
2 木どりの注意事項

ll)材料にむだのない木どりをする

(2) けずりしろを考えて木どりをする

(8) くぎ打bの簡所を考えて木どる(材料の欠点，きずを考えて〉

制砂尻部分は切捨てる

生徒の困難点と指導上の留意点

この問題をみて，r額ぶちの，かどの離れないように某からあて木をする」

ということが，はたして，どんな情況で生徒に理解されていたかということで

おる。もちろん，額ぶちをみる機会は多いのだから，この図のような，二角形

のあて木をすることぐらいは，大部分の生徒は知っていたであろう。しかし

この図をみて，さてs 三角形のらて木を，どういう状態にあてるのであろう

か，となると，判断にゆきづまった生徒が多かったのではなかろうか。正答率

は15.9%と予想外に低い。

さらに，もう一面，木材は「長手の方向に木目が通るようにしないと弱い」

ということや， rけずりしろをとって，木どりをするJということが，基礎的

な知識として，どの程度理解し，経験していたかということである。このよう

な，二角形の形や，小さな部分品になってくると，その材料によっては，判断

のつきかねることがあろうと思われる。

こうした小さい部分の吟がぎ〈すみ勺け〉 をするときはp 工作のしやすいこ

とからいって，板は，仕あげけずりをした上でけがきをする.といった，通常

の作業工程とちがった順序で，突習の行なわれることが多い。

こうした学習は，必ず製作実習を経ているわけであるが，それが単に，生徒

を受動的な立場において，教師の命ずるままの作業計画にしたがって，佃1々 の

作業が行なわれるとL、う状態であっては，こうした恭惇的，合理的な判断を必

要とする技能は，身についてこない。

あくまでも，生徒の自主性を草重し，設計の段階から，すでに全体的な作業

計画のみとおしをたてさせて，作業をはじめるといった指導が必要である。

- 89-



昭和 31年度 (t ) 正答率 37./メ

つぎの図は，木箱の一部分を示したものである。

1 • 2・3のうち， どれがよい作り方か，釘の打ち方，板のつかL、方ーからみて，も

づともよいと思うものを一つ選んで，その番号をOでかこみなさし、。

2 3 

問題のねらい

木材接合のしかたのなかで，釘づけによる接合のしかずこの知識とあわせて，

木どりにおける板のつかい方についての，実際的な知識・理解をみようとする

問題でおる。

まず，この問題を解くために，生徒が身につけていなければならない，技術

的な関連知識をらげてみよ う。

1 くぎづけによる接合 く木材の構造と性質の理解>

(1) 木口に，くぎ打ちをするばらいの保持力，および叡の厚さと，釘の長

さの関係

(鉛 じようぶな釘うものしかた

2'木どりの板のつかし、方

(1) 板の木基，木表の区別

(2) 木裏，木表のそりを考える

(紛木材の美しさを生かすくふう

技術的知識としては，最少限，以上のことが，関連的に理解.されていなけれ

ばならない。

-生徒の困難点と指導上の留意点

この問題と，とりくんで考えることは，まず: ~fはまっすぐ打つべきか. V

字形に打つ方がよいのか，ということと，さらに，荻のイ定い方について.木裏

と木表の，どちらを外側に出すべきかの判定ということである。
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もちろん，ねらいにあげた，関連知識についての理解を，総合的にはたらか

せて判定することになる主恩うがp 問題は，図をみながら考える関係上

釘のうちかた・・・・まっすぐβ一一V字形か (図(1)と図ωゅの比較〕
板のつかし、方・・・・木哀が外か一一木表が外か 〈図(2)と図(3)(1)の比較〕

というような，考え方のみちゆきをとりやすいのではないかと思われる。

1 釘のうちかたについて考えてみる。

まず，誤答をしたと推定される生徒について考えてみると，木材の構造と，

釘のぬけないための保持力の関係について， 一喝度的な理解がなされていなかっ

たといえよう。知識を，笑習と結びつけて学習させないために「釘は，まっす

ぐ，外に出ないように打ちなさいJといった，注意事項のほうがよく頭の中に

はいつでいて，釘うちとは，まっすぐうつものとのみ理解されてしまうのであ

ろう。事実，釘とはまっすぐうつものだと思っている生徒は意外に多い。

この技術指導は，木材接合の一方法としての，釘の打ち方を，技能要素とし

てとり出して，釘づけのしかたと，木材の保持力の関係や，じようぶさなどを

実験的に実習させなければ，木箱や，本立の組立の過程において，ただ一回，

経験させた程度では身につかない。

2 板のつかし、方について考えてみると，

木材の構造上からみて，木材の収し申くは，どう変形するのか，木表と木裏

はどのようにしてみわけるのか。収し明く関係からみて，なぜ， 木裏を外側に

するのか， といった知識については，実習の過程において，実物で，実際にそ

〈して指導しておく必要がある。

との教科の学習は，必ず，製作実習を経なければならないわけであるけれど

もいかに，実習をやらせたからといっても，技術的実践とあわせて，科学的

な原理，原則についての指導をしなければ，単に，実習をしたというだけで，

確実な基礎的技術として生徒の身にはつかないのである。

実習することによって，理解が確実になるとはいえ，あいまいな実習であっ

たために，かえってこの問題がまちがう結果にもなる。そうした点について，

指導上特に留意する必要があるo
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昭和 32年度 C2 ) イ 正答率 19.1% 

イ.つぎのうちから木版木として適当なものを二つ選んで，その番号をOでかこみ

なさい。また，それが適するものはなぜか。材質の特徴をーーの上にかきなさ

し、。

しまっ 2.ほお ?せん 4.かつら 5.きり 6.かし

答

ロ.昭和32年度 (2)ロ工作参照

問題のねらい

木版画の版木として適する木材や，その材質の特徴などについて，どの程度

経験しF 理解されているかをみようとする問題である。

この問題からみて，基礎となる関連知識はp つぎのようなものがある。

l 木材の性質と用途

(1)細工材 (幼建築材 (3) 建具材

2 彫刻材としての特質

(1) 質〈木F!) (2) 光 沢 (紛やわらかさ

生徒の困難点、と指導上の留意点

木版画の，版木の材料としての特質を，しっかりとつかんでいることe.;さ

らに，この問題にあげられた，木材の質，光沢，やわらかさを考えながら，比

較検討をして，木版画の版木として適当な木材を選び出す，ということになる

わけだが.とにかし木材の性質や用途について，全体的に，一つのまとまっ

た体系として整理されておらなければならない。

l 木材の性質・用途

(1) (例〉

用 途

建 築 材

E主 具 材

細工用材

木 材 名 i

松.杉・・・・・・・・・・・・ ( 

かつら，もみ・・

ほお，かつら-
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' 

聞 く例〕

阿木材名 | 材質 の特長 |主経 地 |主なHl途

t軽くてやわらかい・辺材はうす賞色・心 1:金l司とくに 建 築
起 材はうす赤色・耐脳性・加工しやすい ・|秋岡・和歌 |建 具

しI1;-' 耐火力に乏しい ・験装ばえはしない ・手|山 ・奈良・|家 具
|に入れやすい..jJ'(が安い |愛知・静岡 |官接 兵

んI.. I n!紅白色・比かく的やわらかで，ねばり|高知・奈良 |峨・似
桧 |づよく.そりとさけが少レ。耐性・細|長野・岐阜li裂禁
エしやすい・冷淡ばえする ・光沢あり |三重・栃木 |たる ・おけ

よ

1辺桝{ffPi白色・心材は繍褐色・刷、|圏内いヲば |蛾 ・土木
う|あか松 |く的やわらか・あぶら気が多い・耐湿耐 lん

水性

樹 I 1 1 
I t ~~\ I 辺材は干lY~白色 ・ 耐湿・・・・ I |くろ私 1M.:L'P'J ....TI1 Jo'"o'.R c.. . IUI:Jsl..I!. I 

2 )庇木としての適材

質一一密ーーもろいくほお ・かつら ・なら・・・・せん〉

光沢一一ある一ーない〈けやき・・・・〉

やわらかさーーかたい一一普通くかし・・・・〉

〈一部抜粋〉

以上のような表として鼓理し，指導をするということが，普通にとられる方

法かと思われるが，しかし，こうした単なる知的な認識のさせかたでは，型解

が大変洩いということである。

やはり，製作笑習の経験，なかでも，版画製作に，いろいろな材料を使って

製作したことの経験こそ大切でゐる。

そうした，甫接的な指導のあまりなされておらないことが，正答率(19.1%)

の低いことをみても裏がきされていることがわかる。

もっとも，最近は，版木としていろいろな材料が用いられるようになった関

係上，この問題にゐげられた木材以外の材料を使用している生徒は，適当な版

木の選択にとまどうことにもなったろう。しかし，通常一般的に用いられる木

版画の版木について考えるという立場で，この問題をみていきたい。

昭和 32年度 (2) ロ 正答率 7/.9% 

イ.I昭和32年度 (2)イ 工作多照

ロ.一般に，家具や，告器物古d包装するのは何のためか，そのおもな目的をこっ答の
ところ広告きなさい。

笠一一一 答
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問題のねらい

この問題は，塗装の目的に関する問題であるが，単にp 生徒が考えている，

簡単な塗装の認識'についてみるというだけでなく，正しく ，問的そのものの理

解をはっきりさせるためのねらいであって，合理的な塗装の種類や，方法の理

解までも，関連的にみようとねらったものと思われる。

生徒の困難点と指導上の留意点

この問題のねらいからみて，関連する基本的な学習内容をあげてみるならば

つぎのものがある。

なんのため応塗装をするのか・・・・・・塗装の目的

2 塗装にはどんなものがあるか・・・・・・塗装の種類

3 塗料にはどんなものがあるか・・・・・・塗料の種類

4 塗装はどのようにしてやるか・・・・・・塗装の技術

以上の学習内容が，基本的に指導され，生徒の身についた知識・理解となっ

ていなければならなし、。

塗装に関する生徒の学習や，一般的認識では，ただ「きれいに仕あげるJr 

色を塗るJくらいに考えている場合が多い。その程度では，技術として生徒の

身につけさせるといったようなことは，ほとんど考えていないことになる。

実習は，簡単な塗装の一程験だけで終るといった実情が多いようであるが，

そうした機会に，その実習を通して， 上にあげたような内容について，体系的

には握させるように指導する必要がある。

しかし，それも単に，教師から与えられた塗料をぬる，といったような，生

徒の受動的な学習であってはならない。

(1) 塗装すると，その表面はどうなるか・・・・塗装したそのものの現象を，は

っきりと認識させること。この直感が大切であるo . 

(2) 塗装したあとと，する以前の，作品の表面のちがい・・・・作品の材質をい

かした塗装のしかたについて理解させること。

こうした内容の学習は，材質そのものの性質と関連づけて理解させるよう指

導することが大切で、ある。
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。作品の塗装した感じ

。塗装による作品の保護

これらの理解もやはり，生徒が自分の作品を通した経験のなかから，明きら

かになるものであろう。

昭和 33年度(1 J 口 正答率 55.3% 

L 

つぎのイ，ロの写真は，デヅザ'yと版画の製作中の一場|闘である。姿勢またはヱ

具のとりあっかL、からみで，ょいと思うものの番号を，それぞれOでかこみ，その

おもな理由を書きなさL、0・

イ.昭和33年度(1 )イ 摘削参照

ロー 2 〈理由〉

問題のねらい

この問題は，版画製作巾の，彫刻j万の使い方，手の位置，版木の位置などに

関しての，笑際的な技術的負T識 ・理解をみようとした問題で、ある。

この中に含まれる，関連的な技術的知識としては，

l 刀の持ち方 ・刀の握り方 ・万の状態

2 左手の位置 ・前方 ・手元 ・親指の動き

3 版木の位置 ・正面 彫り易い角度

以上のような内容があげられるであろう。

これらが，最低限理解されていなければならない。

生徒の困難点と指導上の留意点

この問題と取り組んで考えることは，まず力の持ち方はどの持ち方が合理的

か，版木の位置はどうあるべきかの検討が必要となる。

そうしたことについて，写真から総合的に判断する、となると，

- ~5 -



万の持ち方 -鉛筆をもつように握る・・・・逆手五指で握りしめる。

・左手は離して万にふれない・・・・左手の親指で万をささえ

る。

版木の位置 .JF.菌にEしく ・・・・彫り易い角度に傾ける。

といった考え方のすじ道をとるであろう。

万の持ち方については，どうしたら力が入り，自由に方向を変えて彫ること

ができるか，といったことは，直接，経験を生かした判断が必要である。

また，どのように持っても彫れるのであるから，最も危険が少なく，しかも

合理的な使用法によって彫刻をするといった，実際的な指導を，平常からして

おかなければならない。

。右手で鉛筆をもつよ うににぎる握り方・・・・安定性，危険防止

。左手の親指で刀をささえる・・・・安定性，危険防止，方向づけ

このような点を指導しておけば，図の(1)と(2)を比較しながら，総合的に判断

ができFるであろう。

版木の位置については，図(1) 図ゅの，どちらの状態もありうることである

が，この問題の場合においては，刀の持ち方の正しい判断を主にして考えて，

版木の位置について検討すべきであろう。

ともあれ，常に彫り易い角度に傾けて掘る習慣をつけておくならば，問題で

はない。

昭和例年度 (2)イ 正答率 /5‘0% 

つぎの聞に答えなさL、。
ちょ主こ{

イ.右の凶は，彫刻をするための木取りの一部分で易る。

この側面A.B. Cにそれぞれ適当な木目をかきし、れ，また，

その木目の名称を( )の中に書きなさい。

ロ.昭和34年度 (2)ロ 色彩参照

問題のねらい

彫刻をするための木どりは，材料のじようぶな使いかたを考慮することより
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も，木材の突しさを生かすくふうに，重点をおいて木取ることがある。この問

題の図のように，木取った材料も各側面に，美しい木目があらわれるように

考えて，製材されたものといえよう。

ここでは，その素材の各側面にあらわれる，木自の名祢と，その書き入れか

たを問うことによって，生徒の理解している木材の構造や，板材の種類，およ

び，木目のあらわれかたのちがいな乙種々の関係知識の殿解をみようとした

ものである。

生徒の困難点と指導上の留意点

この問題を解くために，生徒が理解していなければならない，枇低限の知識

内容をあげてみると，

! 木材の構造

(1)心材と辺材 (2) 年輪と木目

2 製材のしかたによる板材のちがい

(1) まさ闘材 (2) 板目材

3 絞材と木同のあらわれかた

(1)板目，まさ目 ω 木裏，木表

以上のことがあげられるであろう。

さて，これらのなかで，中心となる点は，製材のしかたによって袋商にあら

われる木間が，どう変わるかということである。

この場令は，製材というより，材料をどう切断したら各断面に，まさ自と板

自の木目が出てくるか，ということがよく理解されていなければならない。

しかも，それらが，木材の構造上の理解にうらづけられた知搬として，身に

ついていなければ，生きた知識としてはたらかないし，この問題も解けないと

いうことである。

、問題は，単なる板材の，まさ毘材や，板目材の判定とか，木目のかき入れと

ちがって，素材は木塊であり，三つの切断面がある。そのことが，問題の臨雑

さを増し2 生徒の判断に困難を感じさぜる点と恩われる。

正答率15%であることをみても，そうしたことがうなずけるであろう。とか

< ，このように問題が綜合的になると，生徒の判断の中心がうすれて〈る。
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ともかく，このような立体的な木材の使用は，学習のなかにとり入れられて

おらないというのが現実であろうと思われるが，それにしても，しっかり主基

礎的な学習がなされておればp こ?した綜合的な問題も，さほど困難を感ずる

とは思われない。

要素的に，木材の構造，まさ目板，板目板，木表，木裏を王里解していても，

それらが，木材の構造之関連的に理解されるよう指導されておらないと，生き

てはたらく知識とはなり得ない。

しかも"それが黒板と講義だけでなく，実習を通して，正しく指導しておく

ことが一層重要となってくるのである。
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V実技

昭和 30年度 〈実 妓〉 正答率 51.8% 

bんかt
F ッシヨユノの図案~. 右に示したわくを輪廓にしてかきなさし、。その図案は， つ

ぎの条件にしたがって，単純で，力強い感じのするものにしなさし、。.

・ただし，函簡の分密1)をしたり，直線や曲線をかきいれたりすることは自由であ

る。

-模様は.単独模様でも.連続模様でも，向闘模綴でもよし、。

条件

1 J)yずを半分に切った形を想像 i 3 グνョyの色数は. 5色以内と

して，これを便化し単位模様とす i し，適当に選ぶこと。

ること。!4 黒色はつかわないこと。

2 楽はかきいれないこと。 ・ : 5 11!ね色や，混色はしないこと。

注意=上の条件にあわないと，減点されるから注1ましなさL、。

くあたえられた商用紙のわくの大きさ。 縦190mm 綴190mm)

問題のねらい

図案は，美と用との両面にわたる造形であるから，用の規定する条件を無視

することがでぎない。

その一定の枠内で，いかに作者の創造性，芸術性を生かすかということにな

るが，ここでは，クック g ンの図案主 して， りンゴを便化構成するカをみよう

としている。すなわち

l 与えられた枠内に，いかに図案が美的に充填構成されたか。

2 リンゴを素材として，それをいかに観察し，分解し，抽出し，拡大して

効果的な便化が行われたか。

3 配色がいかに美しく表現されたか。

が重要なねらいとなる。

なお，本問題のように，既成物を素材として便化する時は，それがどのよう

に自由に便化されたとしても， りンゴのもつ特性や内容は，最後まで表現され

なければならない。
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生徒の困難点

従来，図案は軽視されてきたし，また，一部に熱心な教師は，抽象的な図案

にはいってしまってP 便化はあまり関心がもたれていない状態ではなかったろ

うか。

つぎに，クレヨンの色が， 5色に限定されているし，重色，混色はいけない

という制約があって，個性的な創造的色彩がだしにくいとも思われる。単位模

様，単独模犠，自由模様，便化.画面の分割などのむつかしい言葉がならんで

いるが，こういう言葉は，ひととおり指導されなければならないとはいえ，な

かなか，生徒の身には親しまれていないようだ。そんな点も生徒の考えを混乱

させるこ之になってはいなかっただろうか。

指導上の留意点

l 基礎的図案と応用図案
， .、

図案は本質的には，用を無視してはなりたたない。しかし.その基礎として

斜僻tに美の構成を目ざす学習もあるべきである。

用を離れ，何等の条件もなくして，点，線，形体，明暗，色彩を駆使して自

由念美的構成を練習することが， 美の基本原理のは握を強め，応用図案に生か

されていく。

2 自然の中から突の素材を

自然は美の無限の宝庫である。7.1<の波紋に，電線の交錯に3 木の木自に・・・・

注意してみれば，図案の素材はいくらでもある。それを発見し創造の手がか

り之ずることも，図案学習の一つの心構えである。

しかし，その場合r いかに便化しょうが，自然のもっていた特性を離れず，

それをあくまでも生かす気持が大切である。

3 図書長構成の基礎を理解させる。

既成物の形体を単独に，または，二方連続・四方連続とF リズミカノレに配列

しまたは.模様化し.分解構成して，図案構成の理論を理解させる。
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昭和 31年度 く実筏〉 正答率 50.2% 

右のわくの中に，透明のガラスヨップ一個と，音楽の教科鐙一冊を，つぎの条件

にしたがって，4 Bの鉛悠でかきなさい。

く条件〉

1 1-.の二つを.机の上に訟いたものと考えて，おもしろく組合わせた構図にする

こと。ただし，机の縁やパヲグは，かかないこと。 I ..， 
2 明暗の調子をつけて，ヨヲプと本の質感をできるだけあらわすようtこすること

く注窓〉

1 ガラスヨ γプは.模様のない普通の形のものとし，その限き方は自由である。

2 本は， 闘いても， とじても ， 立ててもよく ， 文字や，娘!~は， かし、ても， かか

なくともよL、。

3 光の方向は，自由にきめてよい。

4 光によって机の上にできる彰は，必要.があればかし、てもよL、
5 消プムは，つかってもよい。

くあたえられた函用紙のわくの大きさ 縦185mm 積22;mm)

問題のねらい

| 与えられた画面に，コップと本が，変化や統ーをもって うま くおさめら

れたかゆ

2 明暗の調子が，正しし奨しく表現されたか。
‘ . 

3 二つのものの形が，見る角度や方向にしたがって，正しく描かれたか。

4 ガラスや本の質感が表現できたか。

以上が主なるねらいで，裂するに，それらが綜合されて，デッサンとしての

突しさが出ていなければならないι

生徒の困難点

l 生徒の中には，客観的な，正確な描写にすぐれているものもあり，また

形は不正確であるが，個性的なおもしろ味のある拙写を得意とするグイプもあ

るので，後者のタイプの生徒には，苦手の問題ということになろう。

2 ガラスのコップは，透明であるために背後のものが微妙に映ってそこに

複雑な突をあらわすが，自の前にそれがなく，考えてかくのであるから，その

質感錨Jf.は，相当r 困難を感ずるであろう。
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3 見る角度や9 目の高さによって，その形が変るわけで、あるが，それが，

コップと本というこつの組合せということになると，随分むつかしいことにな

る。 1

指 導 上 の留意 点

l 物をデァサン，または，写生させる場合，教師が組合せたものを，その

まま描かせるという場合のほかに，その組合ぜを生徒にも行なわせ，それを互

いに批判し合うようなことも必要でらる。

2 下図ができたら，いきなり着彩させるのでなく，その下図をみせあっ主/'

構図についての批判をしたり，何枚かの紙に下図をかいて，どれが一ばんよい

構図かなどを，反省するこ とも一つの方法である。

3 デッサンの際 a生徒は，正確な形や明暗には注意するが，質感表現まで

は，なかなかおよばない。

写生の際は，描く前に，じゅうぶんこれらの美しさを味わせてから描くこと

カ2よし、。

4 古今の名画を鑑賞することによって， 明暗や質感表現の巧みさや，美し

さを感得させるなどもよい方法であふ。

(参考例〉 ・・・・シヤJレダンの静物画。ダヴインチのデッサン。

ラマューラーの人物画およびデッジーン。

昭和 32年度(実技〉 正答率 5/.6% 

こし
下のわくの中に，いすに!擦をかけている人物を，つぎの条件にしたがって， 4 B 
えんuつ
の鉛筆でかきなさし、の

く条件〉

1 中学生くらいの年ごろの者をかくこと。、

2 正問からみた，全身像をかくこと。

3 かき方~ì.. 線がきを主とし， かるく明暗をつけること。
中か

4 バッグや床はかかないこと。

く注意>

1 人物は，男・女どちらでもよし、。
L 

2 人物の姿勢，手・足の位置やその置き方は自由である。
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そう

3 人物の服装は自由である。

4 いすは，どんな形でもよレ。

5 消ずムはつかヴてよい。

(あたえられた爾用紙のわくの大きさ 縦230mm 横204mm)

問題のねらい

l 人物の形が大体かけ，頭，胴，手足のプロポ{ウ"-/が美し〈かけたか。

2 線が概念的でなく，のびのびと自由に描けているか。

3 人物が固くなし生き生きとした動勢をもっているか。

4 人物が平面的でなく，線や明暗によって量感を表わしているか。

5 人物が腰かけているとい'う感じが表われているか。

6 人物が画面上に丁度よい大きさと，位置でおさまっているか~ (構図〉

以上のような観点から総合して，生徒の描写力をみるのがねらいである己

生徒の困難点

1 人物クロッキーや，人物写生をふだんやっていないと，形をとることに

主力を注いで，・大切な動勢や，量感などの表現に困難するであろう。

2 人物を描く場合，生き生きとした動勢を表わすことが，最も重要である

が，中学生の年令からいって，客観的な表面描写や，概念的な表現に走り勝ち

である。

3 腰かけている人物は，横むきならば比較的容易であるがp 前からみた形

は，よほど描写ブ]がないとかきにくい左思われる。

4 モデルをみないで，描くのだから，そういう表現方法の困難もおろう 0

5 モデルをみてかいても，生徒は，部分的にみる傾向があるので，全体か

らみての各部のパランスをうまく表現するのはむつかしい。

指導上の留意点

| 題材主しての人物商

人物は，他の静物や風景よりも生徒に親しみがあるし，ポーズをかえること

によっ七無限の変化を生ずる。それに，季節に関係なく，何時でも得られる
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、題材として，最も好適で-ある。

2 全体として，各部のプロポークョンや，バランスに注意する。

生徒は，部先に気をとられ，特に顔を似せることにこだわって，全体として

のパランスを忘れがちである。常に全体としてのパランスに留意すること。

3 動勢に注意すること。

人物の特色あるポーズを描いても p 生徒は外形的な表現に追われて，人形の

よδに生気のない絵になりやすい。生き生ぎとした動勢をとらえることを，人

物商の中心的なねらいとして，徹底的に描写されなければならない。

4 線やタッチ

動勢表現は，線やグッチの生き生きとした運びによってできるのであるから

人物クロッキーなどで，できるだけ数多く練習することが大切である。

3 名画鑑賞

以上のことは，名画によって鑑賞すれば，生徒の理解はーそう深まるであろ

う。

(例〉 ドガ，ゴッホ，マネ~.ロートレ y グの作品など。

昭和 33年度(実技 1) 正答率 "24.7% 

下の展開図を見て，そのも主の形の見取図を，わくの中にかきなさL、。
ちょ主

(注意つ l 外形の特徴つがはっきりわかるようにかくこと。
~ .んいえ

2 明i借や陰影は，っけないこと。

(上の展開図のおs線は切り開L、た

音1¥分を示す。〉
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問題のねらい

紙や板金を折りまげて作る作品は，どんな形に材料を切断するか，あらかじ

め展開図で表わす必要がある。

この問題は，円すいの展開図を示し，製作しようとする品物の原形を再現さ

せ，それを見取図でかかせることによ勺て，製図の基礎である展開図の読み方

や，かき方についての能カをみようとした問題である。

生徒の困難点と指導上の留意点

この問題の展開図をみて考えるととは，第ーに，これはどのような立体であ

るかということで島る。そしてつぎに，とれをどのような見取図に書くべきか

ということである。

l まず気がつくことは，図の下部の展開図は，扇形であるということか

ら 「円すし、」の展開図であるということは，だれもが容易に理解されたこと

であろう。

しかし，それも実際の製作学習のなかで，経験をとおした理解で、ないと，上

部と下部の二つの部分にわけて考えることができなかったかも知れない。

ともあれ，上部の図もやはり，円すい形の展開図であって，特殊な変形した

ものであるということが，読みとれなければ，この問題は解決されない3

さて， 上部の図も，円すいの展開図であることが理解できた生徒も，太い実

線で示された変形曲線から，どういう円とうの切口を推定したか，すなわち，

その切口の見取図のかきかたに最も困難を感じたものと思われる。

それらの理解が，確実に身につくための基礎となる学習内容はp

(1) 正しい展開図の知識・理解・・・・ (製図の基本法〉

イ 展開図の意味 ロ 円すいの展開図の書き方，読み方

(2) 正しい見取図の書き方・・・・(図法の理解〕

イ どのような方法で見取図をかくか。

これらの内容が，知識としてでなく，実習を通して理解されることが大切で、

ある。

こうした円すいの展開閣は，識業・家庭科において，基礎製図や板金加工の
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工作図をかくときにも学習される機会があり，また，数学においても学習され

る内容である。

そうしたことが必礎になって， iメカ'フ 定ン」とか「ロ戸卜」といった物体

が，想像されたものと考えられる。

2 さらに，展開図をみて，は握した立体感を見取図に図面化する必要があ

る。このこ主については，明確な見取図の意味を理解している必要がある。

見取図とは，品物をみながら，フリーハンドでかいた図面が見取図(スケッ

チ図〉で，既製品の形，寸法，構造r 材料などを謂ベて，同ーの品物を再現し

たり，修理，または改造したりするときに使うための図面と考えてよい。

各学校における見取図の，書き方の指噂は，製品をみながらスケッチをさせ

るという学習がほとんどであろう。この問題のようにr 展開図から原形を想像

し見取図をかくということは，あまりなされておらないのが実情のようであ

る。この辺にもこの問題の困難点があったとも恩われる。

とにかく，この問題は， 一度でもこのような製作笑習をおこなった経験をも

っているかどうかが，メ;きなかぎとなる。

昭 和 33年度 (実 袋 2) 正答率 24.7% 

.. ‘ 

マッチ箱・傾く家庭用の普通小型〉の巾絡が.半分引出された形を.下のわくの
~A. 

中に.4 Bのm~でかきなさし ・。

(注意) 1 光線の方向を自由に定め，それを矢印て七くのすみに示すこと。

2 光線のコ1}肉にしたがっ.て， !J)Jif告と I~彬をつけること。
(;( 

3 マヲチ箱のもようやマ ザチの馳オくや合は，かかないこと。

4 わくの大きさにあわせて配位を考え，適当な大きさにかくこと。

(あたえられた耐用紙のわくの大きさ 縦l05mm 積17mm)

問題のねらい

l マッチ箱の形が正しく〈透視法的にも〉揃かれること。

2 光の方向により，マッチの明暗が正しく拙かれ，その明度の階調が美し

く立体感が表われること。(特に引き出された中箱の内部〉

3 床の上の影の強さや方向が適正に描かれること。
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4 画面に対して，その大きさや配置が適正で美しいこと。 “ 

以上がおおよそのねらいで、あおが，それらが総合されて，作品としての美し

さが表現されなければならない。

生徒の困難点

l 立方体や，直方体は簡単のようでいて，それを正しくかく ことは，生徒

には案外できないのである。

2 中箱が引き出されているために，内部の明暗関係が複雑となり，これを

想像で描くのはむつかしい。

3 床の上の影は，光の方向や見る自の高さによって，その方向が変化する

からそこにも難しさがおる。

4 マッチ箱vi.形が小さいので.画商ーぱいに大きく描けば，チョ.ーグ箱の

ように大き〈感じられる絵になるだろう。そんなところにも適当な大きさをき

めるのにまどっくこともあろう。

指導上の留意点

l 形の正確さ

特にデッサンカにすく}もた生徒は別として，やはり一般的には，透視法的な

.理解が基礎にあれば，描く助けになるだろう。

透視法的な理解を，強く考えると，絵を概念化させる危険はあるが，物を正

しくみ，正しく表現する一つの手段と考えて指導しておきたい。

2 反射光

明暗，陰影を表現するとき，実際には周囲の壁や床の反射のために，暗部に

も微妙な明かるさが現われる。それをみつけ描くことによって，その絵にーそ

う実在感が表現されるのである。

写生の際，これに注意させたり，名画の鑑賞によって，その美しさを味わわ

せたりしたい。

3 構図について

対象を直面におさめるとき，その大ぎさ，位置，方向によって同じものでも

さまざまに変化する。

- 57-一



写生の際には，それらを考えて，最も自分の気持にあった美しさを発見する

ように努力することも大切である。

昭和 34年度 〈実技 1) 正答率 28.0% 

下の図は， 筆立を作るための展開図である。破線は折り目で，京Ul線は模様り線で

・ある。右のわくの中に，この筆立の見取図をかきなさい。(模様の線もかきL、れる

こと。

(注意) 1.見取図は，わくの大きさにあわせて配置を考え，適当な大きさに

カミくこと。
いんえ~.

2.明暗や陰影は，っけないこと。

問題のねらい

この問題は，33年度の笑技と同じく，角形の筆立の展開図を示し，その原形

を見取図でかかせ，展開図の読み方，かき方についての能力をみようとした問

題である。

生徒の困難点と指導上の留意点

この問題は，箱形で変形した築立の展開図のみ方を中心に出題されていて，

33年度の円すいの展開図の主み方をみる問題よりは，容易な問題だったと思わ

れるが，予想に反して28%と正答率は33年度に比べて低い。

どのような立体かということは，おちついて考えれば

図のような中太の立体感が容易に浮んで、くるものと思う。

しかし，部分的なことにとらわれて，全体を見失うという

点があったのではないだろうか。
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すなわち，模様の線がはいっていたために，判断をあやまらせたと思われる

点である。

この模様については， nr題をよくよんで，はじめから模様として受けとめ，
おちついて問題ととりくめばr 正答率は33年度より低くなるはずはあり得ない

と恩われる。

まず，模様の線はないものとして考え，破線を中心にしていくつの簡がある

か，全体はおおよそどんな形をしているか。といった順序でとらえてゆ〈こ之

になろうが，第二のつまずきは，いくつの面があるかをつかむことが，やはり

凶離であったと思われる。

四つの側陶.と，底およびあいた上のロ・・・・という筆立の立体感は，だれもが

気づくことである。しかし，側面が二酉構成になっているために，その外形

〈上下部細<，中太い〉の，はあくがむつかしかったので為ろう。

こうした展開図の理解に必要な指導内容として

11) 展開図の蹴み方

ω 製図の選本，線の種類と用途
をよくのみこませておくことである。

また，展開図によくなれさせておくということであり，実習をもとにした指

導がなされているということである。

2 さらに，は握した立体感を，見取図に図開化することである。

こうした見取図は，図工の学習においては，-;般的に，斜形図か透視図法で

かく学習指噂が多L、ょうであるが，技術教育的な観点からみれば，見取図を第

三角法(第一角法〉てeかく指導も必要である。

この問題の場合，もし第三角法で見取図をかく方法をとれば，いたって簡単

に図示できたと思、われる。

図工教育においても，三角法による見取図の書き方を，斜形図法や，透視図

法とあわせて指導しておく必要があるのではなかろうか。

- 59ー



昭和 34年度仁実妓 2) 正答率 幻.2%

平l国上においてある電球(家庭用のふつうのもの〉を，下のわくの中に. 4Bの

鉛悠でかきなさL、。ただしおいてゐる平面はかかないこと。

〈注怠) 1.光線の方向を自由に定め，それを矢印てうつくのすみに示すこと。

2.光線の方向にしたがって，明暗と陰量手伝つけること。
t:.llめ
3.斜の方向からみたようにかくこと。

4.電球の内部の構造，表面にしるされた文字，記けはかかないこと。

5.わくの大.きさにあわせて配置を考え，適当な大きさにかくこと。

くあたえられた商用紙のわくの大きさ 縦127mlll 悦182mm)

問題のねらい

l 電球の球休の明暗が正しく描け，立体が表現されたか。

2 電球のガラスや金属の部分の質感が表現されたか。

3 床の上の影が光の方向や見る角度の関係において正しく描けたか。

4 画面の巾に電球の大きさや，位置が美しく構図されたか。

5 線やグッチlこ変化や抑揚があり，生き生きとした感じが表現されたか。

以上を総合し，その明暗の階調が正しく美しく表現され，実在感が出ていな

ければならない。

生徒の困難点

明暗の荻現については，生徒は割合に単純であって，微妙な突しい階調

を発見することがむつかしい。特に電球は，せっこう像のようなはっきり とし

た白さをもたないので，明暗の現われ方も複雑である。

2 電球は，球休であるために，面と商で明暗のはっきりした変化を見つけ

るというわけにはいかず，きわめてむつかしい。

それがひいては，他の立方体や，直方体に比べて奥行きを出すことのむつか

しさともなるだろう。

指導上の留意点

1 球~4:のデ ・y サン

自然物にも，人工物にも球体はきわめて多い。
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そういう球を球としてとらえ，その美しさを味わったり，表現したりするこ

とは，図 ・工学習においても重要なわけである。

ポール，壷，土瓶Jせっこうの幾伺形態等，生徒の身近なものをデ yサシし

て球体表現になれさせる。

2 質感 表現

生徒手とって，形や明暗や色彩は，概念的にでもとらえやすいが，物質感や

材質のもつ奏を味わったり，表現することはむつかしいようである。特に色惑

を使った写生の場合は，色さえ塗ってしまえば絵が完成したと思ってしまラ。

その意味でもデッサジによって材質感を追求させることは大きな意味があ，る。

その指導に当たっては，描く前に，じゅうぶん質感に対する関心を持たせる

ようにじなけオvばならない。

なお，これについては，参考になる名画を鑑賞させるのも効果があろう。
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ま と め

この研究は，最近五か年閣の，本県高校進学学力検査問題とその結果につい

て検討し，図面工作科の学力の実態と，学習指導上の問題点を探究しようと試

みたものである。

すなわち，問題のねらいと，生徒が困難を感じたと推定された点，およびそ

れに対する指導上の留意点を述べてきたのであるが， 全体を通じて，感じた学

習指導上の留意点を要約すると，つぎのようになる。

]. 鑑賞指導の不援

名作や造形品の鑑賞に閲する問題は，写真をのせ，あるいは，用紙も考慮

して鮮明に，親切に出題してあるが，正答率は案外に低い。

0や×をつけるような，プチーフe式な問題としてならば，必ずしも低くは

ないが，生徒自身に考えさせたり，発見させたりする面の強い問題には，非

常に誤答が多L、。

おそらくこれは，施設・設備の不足などで，特別室がなかったり，映写設

備がなかったりして，絵画制作ほどに指導が徹底していないのではないかと思

われる。

そのために，鑑賞指導が知的鑑賞とか，美術史的指導に陥って，生徒の興

味党失っている結果ではないだろうか。

鑑賞にたえる， 突しく見やすい大きさの資料を礎:官に鈍めるとか，スライ

ドや映画によって拡大してみせるなどにより，はじめて生徒の興味を高め，

また，構図や表現勅巣などの分析的な鑑賞も可能となるだろう。

2. 工作教育の不振 (版画を含めて〉

鑑賞指導と閉じように，ここでも施設設備の乏しいことからか，あるいは

材料費がかかるという経済的な理由からか，または，教師の工作的教養の低

さからか，工作の基礎的技術，材料に対する理解などの不足が感じられる。

3. 色彩指導が，知的取扱いに終っている

色彩指導は，安際に色紙や絵具，また色光によって配色してみて，その美
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しさや性質が感得されたり，理解されたりするものである。

そういう経験によって身についた基礎的な知識は，問題にぶつfやって応用

のきく力になるにずである。

正答率の低い問題は，そのような欠陥をついていることを示している。

4. 美術用語について

図画工作は，表現にしろ，鑑賞にしろ，おくまで生徒の創造的活動や感覚

1.， 的な函を重損するのが，本道であるべきであるがp しかし，それによって得

たものを， 言葉としてまとめることも大切である。

たとえばs鑑賞によって，そこから美の原則的なものを発見し，それをパ

ランスや，対比や，プロポージションなどの言葉でまとめ，一つの知的整理

を行なうこともまた，理解の宣主要なー菌で為る。

問題によっては，そのような用語として提出されているものも多いが，用

語の意味を理解していない為に，解答に困難していると思われる点が見える

のは残念なことである。

5. 美的能力の生活化

純粋美術の性格をもっ表現や，鑑賞は，図工の中核をなすものであるが，

E これを個人や，社会の生活に生かす面も重要である。
f' 物を配置配合したり，日常使用する造形品を作ったり，デザインしたりす

r 

る学習がそれであるが，その時に重要なことは，美と周との総合的な見方，

考え方であろう。

この点の指導は，一応知的には理解しているとしても，やはり，考案図を

措いたり模型を作ったり，調査したり，資料を集めたりする実践的な過程を

通らなければぇ不徹底に終るであろう。

6. 実技について

実技についてはF 印刷や経費や，実際上の困難性などの点で色彩を使った

り，創造性p 芸術性を大きくとりあげたりするような問題を出すことができ

ないため，比較的，デッサンや図案の技術的な菌にかたょった感があるが，

その不便さの中で何とか，少しでも正常な表現力をみようと努力している。
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したがって，この真意を理解4さず，図両工作の表現学習が，入試本位にデ

ッサンを重視ししかもr 表蘭的な外形描写などに陥らないよう注意された

し、。

以上，全体を通しての指導上の留意点をまとめてみたのであるが，具体的に

は3 個々の問題によって本研究のねらうところを推察願いたい。

要は，図画工作科の学習は，あくまでも，他の教科とは異なる独自の性格を

もち，単に知的た理解に終ることな<，あ〈までも，作る，摘し見る，とい

う現実の作業の過程にこそ生きた指導と，真の理解が得られるものであること

を知るべきである。

そのための独自の，指導上の留意点が何であるかを，本研究からみいだして

いただければ幸いである。
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あとがき

この研究は，最初にも述べたように，当研究所が，昭和34年度から，構想を

新たに して着手した 「学力と教育条件立~びに学習指導に関する研究J の一環と

して，とりあけ'られたものであって，この研郷Z要は「学力と学習指導一一高

校進学学力検査を資料として一一」の図画工作科編である。

研究方法一般は，金所員の共同研買によったが，図画工作科の分野について

は，下院の方々から貴重な意見や資料を提供していただいた。

その御協力に対し，ここに深く感謝の意を表する次第である。

新潟県立新潟術高等学校教諭 稲 村 豊

新溺市立自新中学校教諭 山 間夏見

新潟市立関屋中学校教諭 韮沢慎治

新潟市立自新中学校教諭 樋 口 隆太郎

新潟市立寄居中学校教諭 近藤直行

東?清原郡船戸小学校長(前指毒事主事〉 吉 国 芳雄

新潟県教育庁指場主主事 山 図佐門

なお，当研究所員でこの研究を担当し，この害のとりまとめにあたったのは

林 男であるが，特に，山田夏男教諭の御協力におうところが大ぎかった。
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